
おとずれた場所と出会った生きもの
アジサイ、ガマズミ、桜、サンゴジュ、タンポポ、ツワブキ、トウネズミモチ、ハナツクバネウツギ（アベリア）、
ハルジオン、ビワ、ベニバナミツマタ
スズメ、ツマグロキンバエ、ヒヨドリ、メジロ

植物…

動物…

イラガのまゆ、エンマコオロギ、オオカマキリの卵、オナジマイマイ、カマキリの卵、ホウジャク、モズ、
モンクチビルテントウ、ワラジムシ

動物…

緑道や
道ばた

アキニレ、クヌギ、ケヤキ、トウカエデ、ムクノキ
アオゲラ、ウスキホシテントウ、オオタカ、カニグモ類、コゲラ、シロハラ、ナミテントウ、ハシブトガラス、
ハシボソガラス、ヒゲジロハサミムシ、ヒシモンナガタマムシ、ヒメコバネナガカメムシ、ヒヨドリ、
ヒレルクチブトゾウムシ、ヘリグロテントウノミハムシ、ムツボシテントウ、ムネアカオオクロテントウ、メジロ、
ヨツボシオオキスイ、ラクダムシ幼虫、ルリビタキ、ワラジムシ

植物…
動物…公園や

緑　地

エノキ、ホトケノザ植物…
河川や
水　辺

世田谷区みどり３３推進担当部みどり政策課　電話 03-6432-7905　FAX 03-6432-7989

学校の校庭や近くの公園。毎日見
ているのに、「春、夏、秋、冬」と様子

が変わっていきます。

どのように変わっていくのでしょう
か。不思議な季節の変化に目を向

け、その豊かさを感じてほしい。

そんな思いでこの資料を作りまし
た。いつもの暮らしの中で、ふっ・・

と感じる自然。

それはあなただけの「発見」かもし
れません。ぜひ探してみてください

。

絵日記でいざなう
世田谷のみどり

冬は暖（あたた）かさを求めて、山から野
鳥（やちょう）が下りてくるよ。

耳をすませてごらん。きっと小鳥たちの
話し声が聞こえてくるよ。

冬

鳴き声冬は縄張（なわば
）り宣言のために

「ヒッ、ヒッ、ヒッ」と細い声でな
いたり

「クワッ、クワッ」と鳴く

　　　　　　

食べ物昆虫やミミズ、ナンテン、ウメモド
キ、

センリョウ、トウネズミモチ

などの実を食べる

ジョウビタキ
冬になるとよく見かける小鳥　全長13

ｃｍ～15ｃｍ

羽に白い模様（もよう）があることから

「紋（もん）付き鳥」と呼ばれることも

目の
まわりが
白い

濃（こ）い
オレンジ色

胸（むね）が
オレンジ色

黒い顔

オス
メスに比べると
ちょっとカラフル

メス
オスに比べると
色は地味（じみ）

灰色の頭

センリョウ
11月～1月に赤い実をつける

実の大きさは5～7ｍｍ

トウネズミモチ

12月に実が熟（じゅく）す

実の大きさは
直径5～6ｍｍ




